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富山市の児童生徒数の推移
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■呉羽・長岡・寒江・老田・古沢・池多小学校の児童数推移（S58～）

実績 推計（人）

令和７年度～：令和６年5月時点の住民基本台帳上における呉羽・長岡・寒江・老田・古沢・池多小学校区の未就学児人数による推計
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■池多小学校の児童数及び学級数推移（S58～）
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実績 推計

（人） （学級）

令和7年度～：令和６年5月時点の住民基本台帳上における池多小学校区の未就学児人数による推計
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青字は再編対象校、赤字は複式学級のある学校

柳町小

柳町小（奥田小校区に通学区域変更）

柳町小（東部小校区に通学区域変更）

岩瀬小

針原小 浜黒崎小

針原小（新庄北小校区に通学区域変更）

針原小（大広田小校区に通学区域変更） 浜黒崎小

四方小 八幡小 草島小 倉垣小

古沢小 池多小 長岡小 寒江小 老田小

神明小

太田小

船峅小

船峅小

神通碧小

船峅小 神通碧小

楡原中

福沢小 小見小 上滝小

福沢小 小見小 上滝小

樫尾小

樫尾小

樫尾小

樫尾小 山田小

樫尾小 山田小

山田中

朝日小

古里小 音川小

古里小 音川小

■学校再編案（R4.2策定）
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再編対象となっている学校（N=389）

再編対象となっていない学校（N=5,168）

理解できる どちらかというと理解できる どちらかというと理解できない 理解できない 無回答・無効

問 市教育委員会では、これからの社会を生きる子どもたちには、集団の中で多様な考えや価値観に触れ、それらに柔
軟に対応し、主体的に学ぶ力や探究する力、社会性や規範意識を培うことが必要であるという考えのもと、少子化が続
く中で一定以上の学校規模を確保するために、学校再編を進めることとしています。このことに関するご意見を １つ 選ん
でください。

問 本市では、今後も小・中学校の小規模化が進むことが見込まれています。
お住まいの地域における将来の子どもたちの教育環境を見据え、地域や保護者が主体となって、
学校再編を念頭に置いた話し合いを始めることに関するご意見を１つ選んでください。
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再編対象となっている学校（N=389）

再編対象となっていない学校（N=5,168）

学校再編を進めていくことに
86％の方が「（どちらかと
いうと）理解できる」と回答

学校再編の話合いを始めるこ
とに82％の方が「必要があ
る」と回答。さらに56％の
方が「３年以内に話合いを始
める必要がある」と回答。

アンケート期間：令和4年11月
対象者：市内の幼稚園･保育所等（３歳児）、市立小学校（４年生）、

市立中学校（２年生）に通う児童･生徒等の保護者 9,386人
配布数及び回収率：配布数9,386通、回収数7,958通（回収率84.8％）

子どもたちの教育環境に関するアンケート調査
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再編対象校区単独で
再編の方向性を議論

再編の相手先と統合
の可否・時期等を議論

学校関係者を含めて
統合後の学校運営等
について議論・調整

■再編に向けたプロセス（地域協議の流れ）
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会則・役員の決定
現状と課題の確認
話し合う内容の確認

方向性の決定
地域としての、

どの校区と話し合うかを
決定
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■STEP１ 学校のあり方協議会について



■本市における最近の学校再編状況

新八尾中学校

樫尾小学校

義務教育学校水橋学園（完成イメージ）
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